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1. はじめに 

 この論文の目的は、大学院のゼミの談話における多重的節連鎖構造表現について、種類

によってどれぐらいの頻度で出現しているか、また発話でどのような機能を果たしている

か、と母語話者と外国人学習者の応用においてどのような違いがあるかを明らかにするこ

とである。「節連鎖構造」とは節と節が文法的に連鎖する構造である。例えば、「今日は学

校に行こうと思って、雨が降ったと気づいたから、また家に戻って、傘をとって行ったか

ら、やっぱり遅刻して、先生に怒られた…」というような長く続く文が挙げられる。特に

日本語の母語話者の日常会話や独話のなかで頻繁に現れている。留学生として、最初に母

語者と対話をするとき、節連鎖表現が含む場面で、談話の要点をなかなかつかみにくいケ

ースは少なくない。一方、日本語能力の向上に伴い、次第に自分も節連鎖表現が使えるよ

うになったと気づいた。そこで、ゼミにおける節連鎖表現の分析を行い、さらに会話のど

のような場面で用いられるか、日本人と外国人話者の使用区別を調べ、外国人日本語学習

者がより自然に、より母語話者と近くゼミに参加することや、会話の要点をより簡単につ

かむことが期待されると思う。 

 

2. 先行研究と本研究の位置付け 

丸山（2014）によると、節と節が文法的に連鎖する構造を「節連鎖構造」と呼び、特

に日本語で観察されるのは連用節が何重にも連なることである。このような現象は現代の

日本語に専有するものではなく、古典日本語にもすでに現れていた。近藤（2005）による

と、平安時代の節連鎖表現は「連接構文」と呼ばれ、前後の構文が必ずしも緊密な関係を

持たず、基本原理が「付かず離れず」である。それに、このような構造によっていくつか

の節がつけ足し重ねて、どれが主節であるかをわかりにくくなり、聞き手への説得を果た

そうとする（近藤 2005）。 

 丸山（2014）は、『日本語話し言葉コーパス』（CSJ）と『現代日本語書き言葉均衡コー

パス』（BCCWJ）という二つのデータベースを用いて、独話における多重的節連鎖構造を研

究した。丸山（2014）によると、いろいろな連用節が何重にも連鎖して、発話全体が長く

続く構造は「多重的な節連鎖表現構造」という。実際の話しで、多重的節連鎖表現がどの

ように分布しているか、生じる要因（特に「実時間性」）について考察した。前述したよ

うに、多重的節連鎖表現は一人で即興的な場合が圧倒的に多いので、丸山の研究において、

独話のデータをもとに分析を行った。まず、数多くの節連鎖表現を独自の発話単位「節単

位」、さらにそのうち文末表現位置に相当する「節境界」をいくつかに分類した。前後の

文の関係によって、節境界は大きく分けて、文末表現、並列節、理由節、条件節、その他

という５つの種類がある。コーパスからデータを抽出して、節境界の数、出た頻度、また

節境界の連鎖順番を考察した。分析の結果として、まず節境界の出現数は、話し言葉が書

き言葉により多い。さらに、話し言葉で自発性の高い発話はより多い。書き言葉の場合、

新聞は最も少なく、書籍は最も多い。新聞で最も多く出た節境界は「中止節」である。そ

れに、節境界の出現頻度として、話し言葉は書き言葉より大きいし、より多様であるのを

示している。結果に対する考察で、多重的な節連鎖構造が生み出される要因として、連用

節によって発話を連鎖する日本語の文法的特性と、線条的に産出しなければならない話し



言葉の制約と、それを産出するために要る実時間性はあげられる。特に、実時間性につい

て詳しく述べると、話し言葉の即興性と自発性による書き言葉との実時間の差は多重的節

連鎖が出現する大きな要因であると考えられる。 

 しかし、以上の研究は独話を対象にした分析であり、対話を対象にした考察はなく、母

語者と外国人学習者との区別をつかないのは足りないところである。そこで、本研究では

ゼミの対話における節連鎖表現を丸山（2014）の分類に従って、量的分析を行い、対話で

の役割を調べながら、母語話者と外国人話者との違いを考察しようと考えている。 

 

3. 研究の資料と分析の方法 

研究の資料は、2015 年 9 月に、神奈川県の三浦半島のホテルで行われた都内の大学院

の某ゼミナールの 40分程度の談話二つを文字化したものである。 

一つは、絵本多読による日本語教育の可能性に関するゼミ発表の質疑応答である。 

もう一つは、中国人母語話者が日本語を勉強する過程で感じた不安を因子分析による

考察に関するゼミの質疑応答である。両方ともゼミの質疑応答であるので、独話より、対

話に近い。そして、両場面でも日本語の母語話者と外国人話者が混在している。 

分析の方法は丸山の節境界の分類に沿って、まず定量的の分析を行う。また、多重的

節連鎖表現が出現する発話場所と発話者の役割との相関性について分析しようと思う。つ

まり、どのような場面、かつ、発表者や質問者のどのような役割で多重的な節連鎖表現の

頻度はより高いかを考察する。さらに、日本語母語話者と外国人学習者が多重的節連鎖表

現を使う種類、頻度、順番の相違点を考察する。 

 

4. 分析の結果 

談話例で、計 6回の多重的節連鎖表現が出たが、そのうち 5回は質問者からのである。

つまり、発表者より質問者のほうは多重的な節連鎖表現をより多く使っている。 

並列節 

ガ節 3 

ケ（レ）ド（モ）節 14 

シ節 2 

理由節 

カラ節 1 

ノデ節 9 

条件節 

タラ（バ）節 2 

ト節 7 

ナラ（バ）節 0 

レバ節 2 

その他 

中止節 0 

デ節 3 

テ節 6 

引用節 0 

トイウ節 0 

表１ データにおける節境界の種類と出現頻度 

出現頻度が最も多いのはケ（レ）ド（モ）節である。出現場所は対話の中で特に疑問



をあげる時、自分の発話に対して確信を持っていない時である。 

 

5. 考察 

発表者は事前に問題の回答をリハーサルしたことがある？事前に準備したから？ 

に対して、質問者はほとんどゼミ当日にその話を聞いて、考えながら質問した。 

多重的節連鎖が出ると、なんとなく不確定さを持っているので、発表者にとってでき

るだけそのような態度を避けたい。一方、質問者はそういう配慮はない。 

発表者のほうが「という」節がより多く使う？ 
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